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　天理高校のセンターパスにより決勝戦が開始。前半７分、天理高校＃３竹林選手がプレスからボールを奪い、正確なセンタ
リングをあげ、＃１０小島選手が飛び込み先制点を挙げる。その後、今市高校も積極的に攻め、ＰＣを連続で獲得するも、Ｇ
Ｋのファインセーブの連続で得点を返すことができない。天理高校は＃３と＃６永吉選手を中心にスピードのある攻撃でチャ
ンスを作り出す。前半２４分、今市高校は素早いリスタートからチャンスを作るも、天理高校のＤＦの壁を破ることができな
い。前半２５分、今市高校はレフトサイドから正確なセンタリングをあげるも、ＧＫ裏で合わせることができない。前半３１
分、攻撃の勢いが増す天理高校は＃３が放ったセンタリングを＃４森選手が押し込み２－０とし、天理高校のリードで前半が
終了する。
　今市高校のセンターパスで後半戦が開始。開始早々から、天理高校はスピードのあるプレーでＰＣを獲るも＃６のフリック
シュートはゴールネットを揺らすことができない。その後カウンターを仕掛ける今市高校は＃４和田選手がシュートを放ち、
キックによるＰＣを獲るも、惜しくもＤＦに阻まれる。後半９分、天理高校はＧＫのデンジャラスでＰＣを獲得。＃６がフ
リックシュートをゴール左上に決め追加点をあげる。後半１６分、ファウルにより今市高校＃８大嶋選手が２分退場となる
も、怒涛の攻撃で連続でＰＣを獲得。しかし、天理高校のＤＦの壁を破ることができない。後半２０分、シュートを放った天
理高校、リバウンドを＃４森選手が押し込み４－０、さらに後半２１分、ドリブルからＰＣを獲得。＃３のフリックシュート
がＧＫの股下を抜け５－０とさらに今市高校を突き放す。何とか１点欲しい今市高校は、後半３１分に連続でＰＣを獲得。フ
リックシュートを一度はＧＫが弾くが、＃１０入江選手が浮き球を押し込み１点、さらに３３分、またもやＰＣを獲た今市高
校は＃１２小林がゴール左側へ決め５－２とする。試合終了間際、天理高校＃１３濱田選手から＃９深見選手へパスが渡り追
加点を決め、６－２で試合が終了。男子第８０回全国高等学校ホッケー選手権大会は２年連続で天理高校の優勝で幕を閉じ
た。
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